


















　保健師養成課程の 92.7%（平成 23 年 4 月現
在）が看護系大学となっている中，本学も昨年
度 2011 年（平成 24 年度）から四年制大学の看
護学部教育の中で選択制による保健師基礎教育
課程をスタートさせた。




















































































　所属 ･ 年齢別の回答者の状況について表 1 に
示した。県保健師 63 名，市町村保健師 213 名
であり，回答者 276 名の年齢別割合は，20 歳
代 53 名（19.3%），30 歳 代 81 名（29.5%），40
歳代 61 名（22.2%），50 歳代 80 名（29.1%）であっ
た。年代別回収率は，20 歳代 89.8%，30 歳代











から伺えた。年代別では 20 歳代 20.8%　30 歳

























































県合計 63 69 91.3
市町村合計 213 255 83.5
全体合計 276 324 85.2
2)年齢別回答者数
回答者数 割合(%) 対象者 回収率
20歳代 53 19.3 59 89.8
30歳代 81 29.5 108 75.0
40歳代 61 22.2 70 87.1
50歳代 80 29.1 87 92.0
全体合計 275 100.0 324 84.9
表２　今後の保健師の基礎教育について
県 割合(%) 市町村 割合(%) 合計 割合(%)
複雑・高度化する多様なニーズに応えるため大学院教育（修士課程）が必要 26 41.3 68 31.9 94 34.1
大学４年間の中で選択制による保健師教育で十分 25 39.7 89 41.8 114 41.3
特に考えてない 6 9.5 29 13.6 35 12.7
その他 3 4.8 25 11.7 28 10.1
無回答 3 4.8 2 0.9 5 1.8
　　回答者総数 63 100.0 213 100.0 276 100.0
表３　大学院設置について
１)所属別回答者数
県 割合(%) 市町村 割合(%) 合計 割合(%)
看護職の資質向上のために必要 50 79.4 㻝㻠㻟 67.1 193 69.9  ＊複数回答
現場看護職のｽｷﾙｱｯﾌﾟの場として必要 34 54.0 㻝㻝㻜 51.6 144 52.2
修士取得の過程として必要 16 25.4 㻠㻤 22.5 64 23.2
博士取得の過程として必要 14 22.2 㻠㻞 19.7 56 20.3
あまり必要と思わない 6 9.5 㻟㻞 15.0 38 13.8
その他 0 0.0 㻞 0.9 2 0.7
　　　回答者総数 63 　 㻞㻝㻟 　 276 　
2)年齢別回答者数
20代 割合(%) 30代 割合(%) 40代 割合(%) 50代 割合(%)
看護職の資質向上のために必要 35 66.0 㻡㻝 63.8 48 78.7 58 71.6
現場看護職のｽｷﾙｱｯﾌﾟの場として必要 28 52.8 㻠㻞 52.5 34 55.7 39 48.1
修士取得の過程として必要 12 22.6 㻝㻡 18.8 13 21.3 24 29.6
博士取得の過程として必要 10 18.9 㻝㻡 18.8 12 19.7 19 23.5
あまり必要と思わない 8 15.1 㻝㻟 16.3 7 11.5 10 12.3
その他 0 0.0 㻝 1.3 0 0.0 1 1.2
　　　回答者総数 53 㻤㻜 61 81
表４　県立大学に設置された場合に必要とするコース
県 割合(%) 市町村 割合(%) 合計 割合(%) 　
研究者(教員養成課程含む)養成コース 28 44.4 㻝㻜㻡 49.3 133 48.2  ＊複数回答
看護師のキャリア形成コース 33 52.4 㻣㻣 36.2 110 39.9 　
保健師養成の公衆衛生看護コース 43 68.3 㻝㻜㻡 49.3 148 53.6 　
管理者等人材養成コース 17 27.0 㻡㻣 26.8 74 26.8
専門看護師養成コース 27 42.9 㻥㻝 42.7 118 42.8 　
特に必要と思わない 2 3.2 㻢 2.8 8 2.9 　
わからない 6 9.5 㻞㻜 9.4 26 9.4 　
　　　回答者総数 63 　 㻞㻝㻟 　 276 　
表５　大学院進学について将来の考え
県 割合(%) 市町村 割合(%) 合計 割合(%)
職場環境の条件整備が整えば大学院進学を考えたい 0 0.0 10 4.7 10 3.7
将来的に看護系の大学院進学を考えている 2 3.2 0 0.0 2 0.7
休職も視野に入れ県内外の看護系の大学院進学を考えている 0 0.0 0 0.0 0 0.0
働きながら身近な地域で看護系大学院等学習の場があればスキルアップを図りたい13 21.0 66 31.3 79 28.9
将来的に看護系を問わず大学院進学を考えている 1 1.6 1 0.5 2 0.7
大学院への進学は考えていない 37 59.7 120 56.9 157 57.5
分からない 8 12.9 14 6.6 22 8.1
その他 1 1.6 0 0.0 1 0.4
　　　回答者総数 62 100.0 211 100.0 273 100.0
表６　新規採用保健師に必要な資質・姿勢について
県 割合(%) 市町村 割合(%) 合計 割合(%)
基礎的専門能力としての地域診断能力があること 㻟㻣 58.7 133 62.4 170 61.6 *複数回答
基礎的専門能力としての家庭訪問技術があること 㻞㻤 44.4 102 47.9 130 47.1
基礎的専門能力としてのコミュニケーション能力があること 㻡㻠 85.7 174 81.7 228 82.6
基礎的専門能力としての関係機関・関係者との調整能力があること 㻟㻟 52.4 103 48.4 136 49.3
業務遂行にあたりﾁｰﾑﾜｰｸ・連携を大切にしていること 㻠㻤 76.2 160 75.1 208 75.4
業務遂行にあたり仕事への向上心・熱意を持っていること 㻠㻠 69.8 136 63.8 180 65.2
業務遂行にあたり自己研鑽の努力を惜しまないこと 㻟㻤 60.3 116 54.5 154 55.8
自分の意見・考えを適切に言えること 㻟㻤 60.3 128 60.1 166 60.1
報告・相談・連絡が出来ること 㻡㻟 84.1 170 79.8 223 80.8
その他 㻜 0 11 5.2 11 4.0



































人 ･ 家族 ･ 集団・組織への継続的支援と協働 ･
組織活動及び評価する能力，③地域の健康危機
管理能力，④地域の健康水準を高める社会資源
開発 ･ システム化 ･ 施策化する能力，⑤専門的
自律と継続的な質の向上能力を挙げている。そ
して，これらの能力に対する卒業時の到達目標
として 16 の中項目と 71 の小項目を挙げ保健師
の基礎教育に求めている（厚生労働省，2011）。











県合計 63 69 91.3
市町村合計 213 255 83.5
全体合計 276 324 85.2
2)年齢別回答者数
回答者数 割合(%) 対象者 回収率
20歳代 53 19.3 59 89.8
30歳代 81 29.5 108 75.0
40歳代 61 22.2 70 87.1
50歳代 80 29.1 87 92.0
全体合計 275 100.0 324 84.9
表２　今後の保健師の基礎教育について
県 割合(%) 市町村 割合(%) 合計 割合(%)
複雑・高度化する多様なニーズに応えるため大学院教育（修士課程）が必要 26 41.3 68 31.9 94 34.1
大学４年間の中で選択制による保健師教育で十分 25 39.7 89 41.8 114 41.3
特に考えてない 6 9.5 29 13.6 35 12.7
その他 3 4.8 25 11.7 28 10.1
無回答 3 4.8 2 0.9 5 1.8
　　回答者総数 63 100.0 213 100.0 276 100.0
表３　大学院設置について
１)所属別回答者数
県 割合(%) 市町村 割合(%) 合計 割合(%)
看護職の資質向上のために必要 50 79.4 㻝㻠㻟 67.1 193 69.9  ＊複数回答
現場看護職のｽｷﾙｱｯﾌﾟの場として必要 34 54.0 㻝㻝㻜 51.6 144 52.2
修士取得の過程として必要 16 25.4 㻠㻤 22.5 64 23.2
博士取得の過程として必要 14 22.2 㻠㻞 19.7 56 20.3
あまり必要と思わない 6 9.5 㻟㻞 15.0 38 13.8
その他 0 0.0 㻞 0.9 2 0.7
　　　回答者総数 63 　 㻞㻝㻟 　 276 　
2)年齢別回答者数
20代 割合(%) 30代 割合(%) 40代 割合(%) 50代 割合(%)
看護職の資質向上のために必要 35 66.0 㻡㻝 63.8 48 78.7 58 71.6
現場看護職のｽｷﾙｱｯﾌﾟの場として必要 28 52.8 㻠㻞 52.5 34 55.7 39 48.1
修士取得の過程として必要 12 22.6 㻝㻡 18.8 13 21.3 24 29.6
博士取得の過程として必要 10 18.9 㻝㻡 18.8 12 19.7 19 23.5
あまり必要と思わない 8 15.1 㻝㻟 16.3 7 11.5 10 12.3
その他 0 0.0 㻝 1.3 0 0.0 1 1.2
　　　回答者総数 53 㻤㻜 61 81
表４　県立大学に設置された場合に必要とするコース
県 割合(%) 市町村 割合(%) 合計 割合(%) 　
研究者(教員養成課程含む)養成コース 28 44.4 㻝㻜㻡 49.3 133 48.2  ＊複数回答
看護師のキャリア形成コース 33 52.4 㻣㻣 36.2 110 39.9 　
保健師養成の公衆衛生看護コース 43 68.3 㻝㻜㻡 49.3 148 53.6 　
管理者等人材養成コース 17 27.0 㻡㻣 26.8 74 26.8
専門看護師養成コース 27 42.9 㻥㻝 42.7 118 42.8 　
特に必要と思わない 2 3.2 㻢 2.8 8 2.9 　
わからない 6 9.5 㻞㻜 9.4 26 9.4 　
　　　回答者総数 63 　 㻞㻝㻟 　 276 　
表５　大学院進学について将来の考え
県 割合(%) 市町村 割合(%) 合計 割合(%)
職場環境の条件整備が整えば大学院進学を考えたい 0 0.0 10 4.7 10 3.7
将来的に看護系の大学院進学を考えている 2 3.2 0 0.0 2 0.7
休職も視野に入れ県内外の看護系の大学院進学を考えている 0 0.0 0 0.0 0 0.0
働きながら身近な地域で看護系大学院等学習の場があればスキルアップを図りたい13 21.0 66 31.3 79 28.9
将来的に看護系を問わず大学院進学を考えている 1 1.6 1 0.5 2 0.7
大学院への進学は考えていない 37 59.7 120 56.9 157 57.5
分からない 8 12.9 14 6.6 22 8.1
その他 1 1.6 0 0.0 1 0.4
　　　回答者総数 62 100.0 211 100.0 273 100.0
表６　新規採用保健師に必要な資質・姿勢について
県 割合(%) 市町村 割合(%) 合計 割合(%)
基礎的専門能力としての地域診断能力があること 㻟㻣 58.7 133 62.4 170 61.6 *複数回答
基礎的専門能力としての家庭訪問技術があること 㻞㻤 44.4 102 47.9 130 47.1
基礎的専門能力としてのコミュニケーション能力があること 㻡㻠 85.7 174 81.7 228 82.6
基礎的専門能力としての関係機関・関係者との調整能力があること 㻟㻟 52.4 103 48.4 136 49.3
業務遂行にあたりﾁｰﾑﾜｰｸ・連携を大切にしていること 㻠㻤 76.2 160 75.1 208 75.4
業務遂行にあたり仕事への向上心・熱意を持っていること 㻠㻠 69.8 136 63.8 180 65.2
業務遂行にあたり自己研鑽の努力を惜しまないこと 㻟㻤 60.3 116 54.5 154 55.8
自分の意見・考えを適切に言えること 㻟㻤 60.3 128 60.1 166 60.1
報告・相談・連絡が出来ること 㻡㻟 84.1 170 79.8 223 80.8
その他 㻜 0 11 5.2 11 4.0
　　　回答者総数 㻢㻟 213 276
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保健師基礎教育に関する調査　−島根県内の行政保健師への調査−




























の保証，健康危機管理 ･ 虐待 ･ いじめへの対応，











ち，40 歳代と 50 歳代が 64.9% であった。特に
この世代は，本県の保健師養成の 1 年課程を卒

































































































































Survey on Basic Education of Public Health Nurses
-Results from Questionnaire of Public Health Nurses
in Shimane-
Naomi Nagae, Shigeko Saito, Teruko ISHibaSHi,
Miyuki Kajitani, You Inagaki, Koji Ueda*
and Kenji KobayaSHi**
Key Words and Phrases : Basic Education for Public Health Nurse
A Graduate School, Public Health Nurse. Public Health, A District Needs
* The University of Shimane Hamada Campus
**Shimane Prefectural Izumo Local Education Office
− 36 −
永江　尚美・齋藤　茂子・石橋　照子・梶谷みゆき・稲垣　　庸・小林　賢司・植田　晃次
